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諸
星
氏
は
脳
ド
ッ
ク
、
頻

度
の
高
い
所
見
、
関
連
す
る

デ
ー
タ
、
査
定
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
順
番
に
解
説
し

た
。
ま
ず
、
「
脳
ド
ッ
ク
」

の
概
要
と
し
て
、
脳
ド
ッ
ク

は
約
70
年
前
に
は
じ
ま
り
、

現
在
で
は
多
様
化
・
低
廉
化

・
効
率
化
さ
れ
た
任
意
型
検

診
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。
脳
血
管
疾
患
は
、
現
在

の
死
因
順
位
の
４
位
で
あ

り
、
か
つ
介
護
原
因
の
１
位

（
認
知
症
と
合
わ
せ
約
４

割
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
は
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
台
数
が
他

国
に
比
べ
圧

倒
的
に
多

く
、
脳
ド
ッ

ク
が
普
及
す

る
要
因
に
な

っ
て
い
る
。

脳
ド
ッ
ク
の

一
種
の
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で

は
半
数
に
近
い
受
診
者
が

「
所
見
あ
り
」
と
な
り
、
大

脳
白
質
病
変
・
脳
梗
塞
の
所

見
が
多
い
。
頸
部
超
音
波
検

査
で
は
、
約
２
割
が
プ
ラ
ー

ク
に
よ
る
狭
窄
の
所
見
が
あ

る
。

　
続
い
て
「
頻
度
の
高
い
所

見
」
と
し
て
、
頸
動
脈
狭
窄

症
と
大
脳
白
質
病
変
を
解

説
。
頸
動
脈
狭
窄
症
は
頸
動

脈
の
粥
状
（
ア
テ
ロ
ー
ム
）

硬
化
を
原
因
と
し
た
症
状

で
、
症
候
性
と
無
症
候
性
に

分
か
れ
る
。
診
断
に
は
ま
ず

は
簡
便
な
超
音
波
検
査
が
用

い
ら
れ
る
。
頸
動
脈
厚
を
評

価
す
る
ｍ
ａ
ｘ
―
Ｉ
Ｍ
Ｔ

（
頸
動
脈
厚
を
評
価
す
る
指

標
で
あ
る
頸
動
脈
内
膜
厚

〈
Ｉ
Ｍ
Ｔ
〉
の
最
大
厚
）
や

プ
ラ
ー
ク
ス
コ
ア
と
い
う
指

標
が
あ
り
動
脈
硬
化
の
重
症

度
を
測
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
一
般
的
に
プ
ラ
ー
ク
占

有
率
が
30
％
か
ら
を
軽
度
、

50
％
か
ら
を
中
等
度
、
70
％

以
上
を
高
度
な
狭
窄
と
判
断

す
る
。

　
大
脳
白
質
病
変
は
、
主
に

脳
の
虚
血
性
変
化
だ
が
、
部

位
に
よ
っ
て
脳
室
周
囲
病
変

と
深
部
皮
質
下
白
質
病
変
に

分
類
さ
れ
る
。
グ
レ
ー
ド
が

上
が
る
ほ
ど
高
度
な
病
変
で

あ
り
、
あ
る
脳
ド
ッ
ク
施
設

の
結
果
で
は
、
病
変
あ
り
が

半
数
程
度
と
報
告
さ
れ
た

が
、
無
症
候
性
の
う
ち
グ
レ

ー
ド
Ⅳ
／
４
（
最
も
高
度
な

病
変
）
と
報
告
さ
れ
た
の
は

０
％
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
頸
動
脈
狭
窄
症

と
大
脳
白
質
病
変
は
ど
の
よ

う
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
か
、
ま
た
脳
ド

ッ
ク
で
見
つ
か
る
無
症
候
性

病
変
は
リ
ス
ク
に
な
る
の

か
、
に
つ
い
て
関
連
デ
ー
タ

を
用
い
て
説
明
し
た
。
頸
動

脈
狭
窄
症
は
、
Ｔ
Ｉ
Ａ
（
一

過
性
脳
虚
血
発
作
）
お
よ
び

脳
梗
塞
の
発
症
リ
ス
ク
を
増

大
さ
せ
る
が
、
同
側
内
頸
動

脈
50
％
以
上
の
狭
窄
が
あ
る

と
そ
の
リ
ス
ク
は
よ
り
深
刻

に
な
る
。
頸
動
脈
狭
窄
症
が

Ｔ
Ｉ
Ａ
や
脳
梗
塞
を
引
き
起

こ
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
プ
ラ

ー
ク
が
破
綻
し
脳
動
脈
に
飛

び
発
症
す
る
塞
栓
性
機
序
、

高
度
狭
窄
時
に
脳
へ
の
血
流

量
が
低
下
す
る
血
行
力
学
的

機
序
の
２
パ
タ
ー
ン
が
あ

る
。
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳

塞
栓
症
の
約
30
％
に
中
等
度

以
上
の
頭
蓋
外
動
脈
狭
窄
ま

た
は
閉
塞
を
認
め
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
存
在
す
る
。
た
だ

し
こ
れ
ら
は
症
候
性
患
者
の

デ
ー
タ
で
あ
り
、
無
症
候
性

の
場
合
は
内
科
的
治
療
を
行

っ
た
場
合
、
同
側
脳
梗
塞
発

生
率
は
年
々
低
下
し
て
お

り
、
抗
血
小
板
薬
を
含
む
内

科
的
治
療
で
十
分
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
頸
動
脈
狭
窄

症
は
全
身
の
動
脈
硬
化
も
反

映
し
て
い
る
。
あ
る
部
位
に

動
脈
硬
化
疾
患
が
あ
る
と
他

の
部
位
に
も
発
症
し
て
い
る

こ
と
が
想
像
し
や
す
い
が
、

異
な
る
二
つ
以
上
の
血
管
領

域
で
ア
テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬

化
が
あ
る
状
態
を
全
身
性
動

脈
硬
化
性
疾
患
と
い
う
。
頸

動
脈
狭
窄
は
全
身
の
動
脈
硬

化
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
も

有
用
と
い
え
る
。
一
方
、
大

脳
白
質
病
変
は
脳
卒
中
、
認

知
機
能
低
下
と
関
連
す
る
。

特
に
認
知
機
能
低
下
で
は
、

小
血
管
病
変
型
の
脳
血
管
障

害
性
認
知
症
に
関
連
し
て
い

る
。

　
続
い
て
、
査
定
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
。
頸
動
脈
狭

窄
症
に
つ
い
て
は
、
人
間
ド

ッ
ク
学
会
の
指
導
区
分
で

は
、
50
％
以
上
の
狭
窄
で
Ｃ

（
要
再
検
査
・
生
活
改
善
）

ま
た
は
Ｄ
（
要
精
密
検
査
・

治
療
）
に
分
類
さ
れ
る
。
一

方
、
大
脳
白
質
病
変
は
、
病

変
が
目
立
つ
場
合
か
つ
そ
の

他
の
血
管
性
リ
ス
ク
因
子
が

あ
れ
ば
Ｃ
判
定
と
さ
れ
る
。

な
お
、
無
症
候
性
頸
動
脈
狭

窄
症
も
大
脳
白
質
病
変
も
、

必
要
に
応
じ
て
付
随
す
る
疾

患
の
治
療
を
す
る
の
で
十
分

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
脳
ド
ッ
ク
で
Ｃ
判

定
の
場
合
は
、
年
齢
や
身
体

所
見
、
そ
の
他
の
疾
患
、
ま

た
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合

は
標
準
的
治
療
を
受
け
て
い

る
か
等
を
含
め
総
合
的
に
評

価
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　
最
後
に
諸
星
氏
は
、
脳
ド

ッ
ク
は
任
意
型
検
診
で
、
指

摘
さ
れ
た
所
見
は
無
症
候
性

の
場
合
は
臨
床
的
に
は
診
断

の
必
要
性
・
診
療
方
針
が
検

討
段
階
の
も
の
も
多
い
。
疾

患
や
病
態
の
将
来
的
、
潜
在

的
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
総
合

的
な
判
断
が
肝
要
だ
と
ま
と

め
た
。

　（
文
責
：
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

生
命
　
石
井
麻
由
子
）

潜
在
的
リ
ス
ク
理
解
し
総
合
的
判
断
を

諸星氏

脳ドックと査定をテーマに解説

日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
　

第
75
回
教
育
講
習
会

脳
ド
ッ
ク
と
査
定
テ
ー
マ
に
解
説

　
日
本
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
協
会
は
１
月
26
日
、
第
75
回
教
育
講
習
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
。
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
エ
イ
ジ
イ
東
京
支

店
メ
デ
ィ
カ
ル
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
諸
星
柚
氏
が
、
「
脳
ド
ッ
ク
と
査
定
―
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
で
の
〝
経
過
観
察
判
定
〟
を
ど
う
捉
え
る
か
―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
当
日
は
ラ
イ
ブ
配
信
と
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
で
合
計
２
３
３
人
が
視
聴
し
た
。


